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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年8月14日(2014.8.14)

【公表番号】特表2013-530237(P2013-530237A)
【公表日】平成25年7月25日(2013.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-040
【出願番号】特願2013-518685(P2013-518685)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 513/04     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4025   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/16    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/12    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 513/04    ３４３　
   Ｃ０７Ｄ 277/60    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０８Ａ
   Ｃ０７Ｄ 217/04    　　　　
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   Ａ６１Ｋ  31/437   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/428   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4725  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4025  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

【化１】

　　　I
の化合物又はその塩。
［式中、
　R1は下記の基からなる基R1a から選ばれ、
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【化２】

　RaはＨ及びC1-6アルキルからなる基Ra1 から選ばれ、
　RbはC1-6アルキル及びベンジルからなる基Rb1 から選ばれ、
　Rc及びRdは独立にＨ、C1-6アルキル、-(CH2)2OMe 、-(CH2)2CF3、及び-(CH2)2CNからな
る基Rcd1から選ばれ、又は
　Rc及びRdは、それらが結合されているＮと一緒に、モルホリン及びピペラジンから選ば
れた複素環（必要によりシクロプロピル又はメチルで置換されていてもよい）を形成し、
　Het はN-ピロリジニル及びN-モルホリニルから選ばれ、
　Ｘは下記の基からなる基Xaから選ばれ、
【化３】

　ｎ＝１又は２、
　RX及びRyはＨであり、又は
　RX及びRyは一緒にされてオキソを表し、
　R2は下記の基からなる基R2a から選ばれ、
【化４】

　但し、R2 が下記の基である場合には、
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【化５】

　Ｘが下記の基ではないことを条件とし、
【化６】

　R3はC1-6アルキル、C3-6シクロアルキル、及び-CH2C(O)NHCH3からなる基R3a から選ば
れ、
　R4はＨ及び-CH3から選ばれ、
　R5及びR6は独立にＨ、-CH3、-OCH3 、-C(O)NH2、及び -CNから選ばれ、但し、R5及びR6

 が両方ともＨであることはないことを条件とし、
　R7は下記の基からなる基R7a から選ばれる］
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【化７】

【請求項２】
　R1が下記の基からなる基R1b から選ばれ、
【化８】

　かつ、Ｘが下記の基からなる基Xbから選ばれる請求項１記載の化合物又はその塩。
【化９】
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【請求項３】
　Ｘが下記の基からなる基Xcから選ばれる請求項２記載の化合物又はその塩。
【化１０】

【請求項４】
　Ｘが下記の基からなる基Xdから選ばれる、請求項２記載の化合物又はその塩。
【化１１】

【請求項５】
　ｎが１である、請求項４記載の化合物、又はその塩。
【請求項６】
　Ｘが下記の基からなる基Xeから選ばれ、

【化１２】

　但し、R2が下記の基ではないことを条件とする、請求項２記載の化合物又はその塩。
【化１３】

【請求項７】
　R1が下記の基からなる基R1d から選ばれる、請求項２記載の化合物又はその塩。
【化１４】

【請求項８】
　R1が下記の基からなる基R1e から選ばれる、請求項２記載の化合物又はその塩。
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【化１５】

【請求項９】
　R1が下記の基からなる基R1d から選ばれ、
【化１６】

　Ｘが下記の基からなる基Xdから選ばれ、
【化１７】

　かつ、ｎが１である、請求項１記載の化合物又はその塩。
【請求項１０】
　下記の化合物からなる群から選ばれる化合物及び上記のいずれかの医薬上許される塩。
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【化１８】
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【請求項１１】
　化合物番号１、２、４、５、8-16、18-24 、26、28-40 、42、44、46-48 、50、52-61 
、64、66、70、74、77、78、81-86 、88-90 、92-94 、96-98 、100-102 、104-106 、10
8-112 、114-118 、120 、122 、124 、126 、128 、130 、132 、134 、136 、138 、14
0-143 、145-150 及び152-157 からなる群から選ばれた請求項１０記載の化合物、又はそ
の医薬上許される塩。
【請求項１２】
　請求項１記載の化合物を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項１３】
　Rhoキナーゼ媒介疾患の治療の為の請求項12に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Rho キナーゼ媒介疾患が高血圧、アテローム硬化症、再狭窄、卒中、心筋梗塞、心不全
、冠状動脈疾患、末梢動脈疾患、冠状動脈血管痙攣、脳血管痙攣、虚血／再潅流障害、肺
高血圧、アンギーナ、勃起不全、腎臓疾患、臓器不全、喘息、緑内障、癌、アルツハイマ
ー病、多発性硬化症、脊髄損傷、神経痛、慢性関節リウマチ、乾癬、炎症性腸疾患、及び
このような疾患の組み合わせから選ばれる、請求項１３に記載の医薬組成物。
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